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　　　　　　　○道明美保子゛清水慶昭¨　木村光雄’* *
　　　　　　　（＊滋賀県立大人間文化、¨滋賀県立大工、･ **アート染色研究所）

【目的】　環境保全と安全、資源の有効利用、コストの低廉化の観点から、漢方薬の製造

残滓に含まれている色素を抽出し、新規染料として利用することを試みた。
　【方法】　クマザサの生葉から基礎医薬品が製造される過程で出る抽出残滓を利用した。

この抽出残滓から緑色の日光に堅ろうな色素水溶液が得られたことはすでに報告したが、

今回は、色素の抽出分離の方法と色素の化学構造等を検討した。色素水溶液は凍結乾燥処
理して粉末色素を得た。凍結乾燥処理とPH、温度および露光の色素への影響を吸収スペ

クトルの形から検討した。また、高速液体クロマトグラフィーを用いて色素の分取を試み

た。抗菌性は菌数測定法から検討し、各種繊維に対する染着性も検討した。
　【結果】　クマザサ残滓抽出液中にはp HIOで最大吸収波長627ninの緑色色素と400nin付

近の黄色色素を含んでいる。色素の吸収スペクトルは凍結乾燥処理前後では緑色色素部分

については変化はほとんど生じない。色素の吸収スペクトルはpHが高くなるにつれて最

大吸収波長は短波長側にずれ、緑色色素の吸光度は若干落ちるが、黄色色素の変化はわず
かであった。 20時間露光前後の吸収スペクトルの変化はわずかで、紫外線に対してかなり

安定な色素であることが見出された。抗菌性は葡萄状球菌に対する試験では菌数増減値差
４～５で極めて高い抗菌性を有していた。羊毛繊維に対する吸着量は絹およびセフレロース

繊維に対して多かったが、いずれもアルカリ性でカチオン化前処理をすることにより濃色

を得ることができた。

2Ja－ 7 ブラシレインの染色化学的性質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長嶋直子（東京家政大）

　目的　スオウ（CaeealpinJa sapp叫珍インド､マレーシヤ産のマメ科の植物で､飛烏時代中国を経て日本に渡

　来したといわれる。材の粗粉を染料に用いるが、明欝媒染で絹を赤に染める。色素成分はブラシレインであ

　るが、常に無色のブラジリンを伴う。本研究は、市販の染色用スオウ･チップから色素を抽出し、無色のブラ

　シリンとブラシレインを分離し、ブラシレインの染色化学的陛質を調べることを目的とした

　方法と結果試料から色素を熱水で抽出し、ロータリーエバポレータで濃縮ずると、まず無色のブラシンが

　析出し、ろ過後、さらに濃縮を続けると金属光沢を有する黒紫色紛末としてブラシレインを得ることができ

　た。分離したブラシレインの染色化学的陛質として､色裴水溶液の可視部吸収スペクトルに及ぼず溶液のpH

　の影響を調べまたアルミ共存系の吸収スペクトルを測定して、溶液中で生成する色素－アルミ錯体の陛質

　について検討した。また、種々の媒染剤で絹を先媒染してブラシレインで染色し、染色絹布の色をL*a*b*

　表色系のa゛b*色度図上に示した。色漸水溶液の吸収スペクトルは溶液のpHによって顕著に変化するが、そ

　の変化のしかたは分子中の水酸基の解雛のみで説明することはできないことを見出した。その理由を色素の

　化学構造との関連で考察する。また色素にたいするアルミのモル比を種々変化させて測定したアルミ共存系

　のスペクトノレの結果ｶヽら錯体皿;の皿を見積もり、ヒドロキシアントラキノン、ナフトキノンの

　結果と比較した。
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